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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第66期

第３四半期累計期間
第67期

第３四半期累計期間
第66期

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日

自  平成24年10月１日
至  平成25年６月30日

自  平成23年10月１日
至  平成24年９月30日

売上高 (百万円) 8,177 9,348 11,214

経常損失（△） (百万円) △671 △728 △1,173

四半期(当期)純損失（△） (百万円) △565 △843 △1,056

持分法を適用した場合の
投資利益

(百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) 955 955 955

発行済株式総数 (千株) 15,000 15,000 15,000

純資産額 (百万円) 17,282 16,132 16,748

総資産額 (百万円) 21,142 19,880 20,451

１株当たり四半期
(当期)純損失金額（△）

(円) △38.80 △57.82 △72.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 5

自己資本比率 (％) 81.7 81.2 81.9

　

回次
第66期

第３四半期会計期間
第67期

第３四半期会計期間

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） (円) △21.30 △11.04

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移は記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等（以下同様）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、1株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析　

2012年度の鉄骨需要量は、約480万トンとなり、緩やかながらも回復基調が続いております。

また、自民党政権による景気回復策の施行により当鉄骨業界を含めた建設業の期待は高まっており、当社

としても受注に鋭意努力した結果、当第３四半期累計期間においては受注環境の改善を感じております。

  一方肝心の受注単価は、ゼネコンの指し値攻勢や鋼材価格の上伸など、一進一退の様相を呈しておりま

す。

　このような中、当第３四半期累計期間の受注高は前年同四半期比4.5％増の10,130百万円となり、完成工

事高は、前年同四半期比14.3％増の9,348百万円、当第３四半期累計期間末の受注残高は、前年同四半期比

9.5％増の7,507百万円となりました。

　損益面では、営業損失は842百万円(前年同四半期営業損失は781百万円)、経常損失は728百万円(前年同

四半期経常損失は671百万円)、四半期純損失は特別損失に千葉第一工場のリニューアル工事に伴う有形

固定資産除却損（41百万円）、同解体費用（37百万円）及び損害賠償金（29百万円）を計上し、843百万

円(前年同四半期純損失は565百万円)となりました。

　なお、当社は建設業以外の事業を営んでいないため、セグメントに関する業績は記載しておりません。

　

（2）財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末の20,451百万円から19,880百万円と571百万円減少

しました。これは、売上債権及び投資有価証券の増加があるものの、現金預金及び未収入金が減少したこ

とによるものであります。

　総負債は、工事未払金、長期借入金、工事損失引当金、賞与引当金及び退職給付引当金が減少したものの、

その他流動負債（未払金）及びその他固定負債（繰延税金負債）が増加したことにより、44百万円の増

加となりました。

　純資産は、その他有価証券評価差額金の増加があるものの、利益剰余金の減少により、615百万円の減少

となりました。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

（4）研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発費の総額は、4,979千円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

EDINET提出書類

川岸工業株式会社(E01381)

四半期報告書

 3/14



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,000,000 15,000,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数
1,000株

計 15,000,000 15,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月30日 ― 15,000,000 ― 955,491 ― 572,129

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができませんので、直前の基準日である平成25年３月31日現在に基づく株主名簿によ

る記載をしております。

　

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成25年３月31日現在
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区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) 　 ― ― ―

議決権制限株式(その他) 　 ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

416,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,450,000 14,450 ―

単元未満株式 普通株式 134,000 ― ―

発行済株式総数 　 15,000,000 ― ―

総株主の議決権 　 ― 14,450 ―

(注) 1.「完全議決権株式（その他）」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数1個）含

まれています。

2.「単元未満株式」の普通株式には、当社所有の自己株式676株が含まれています。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

川岸工業株式会社
東京都港区東新橋
１丁目２番13号

416,000 ― 416,000 2.77

計 ― 416,000 ― 416,000 2.77

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載してお

ります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成25年４月１日から

平成25年６月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年10月１日から平成25年６月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、八重洲監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２

項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見

て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度

に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.1%

売上高基準 0.1%

利益基準 0.4%

利益剰余金基準 △0.3%
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年９月30日)

当第３四半期会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 5,239,199 3,596,331

受取手形・完成工事未収入金 ※１
 7,734,058

※１
 8,437,856

未成工事支出金 439,749 617,800

材料貯蔵品 105,163 145,978

未収入金 295,776 31,757

その他 13,948 15,643

貸倒引当金 △22,013 △24,677

流動資産合計 13,805,882 12,820,689

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 1,172,890 1,124,886

機械・運搬具（純額） 386,952 342,343

土地 4,026,656 4,026,656

その他（純額） 9,761 55,248

有形固定資産合計 5,596,261 5,549,135

無形固定資産 14,756 13,223

投資その他の資産

投資有価証券 903,970 1,369,255

その他 166,057 165,809

貸倒引当金 △35,250 △37,806

投資その他の資産合計 1,034,777 1,497,258

固定資産合計 6,645,795 7,059,618

資産合計 20,451,677 19,880,308

負債の部

流動負債

工事未払金 2,207,829 2,128,576

短期借入金 400,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 74,360 74,360

未払法人税等 5,017 1,060

未成工事受入金 1,652 －

工事損失引当金 36,831 2,512

賞与引当金 45,846 8,614

その他 242,251 478,314

流動負債合計 3,013,788 3,093,436

固定負債

長期借入金 83,170 27,400

退職給付引当金 455,166 405,878

役員退職慰労引当金 96,795 101,875

その他 54,027 118,809

固定負債合計 689,159 653,962

負債合計 3,702,948 3,747,399
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年９月30日)

当第３四半期会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 955,491 955,491

資本剰余金 572,129 572,129

利益剰余金 15,528,965 14,612,811

自己株式 △129,529 △130,396

株主資本合計 16,927,057 16,010,035

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △178,327 122,872

評価・換算差額等合計 △178,327 122,872

純資産合計 16,748,729 16,132,908

負債純資産合計 20,451,677 19,880,308
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成25年６月30日)

完成工事高 8,177,307 9,348,141

完成工事原価 8,522,417 9,766,296

完成工事総損失（△） △345,109 △418,154

販売費及び一般管理費 436,772 424,218

営業損失（△） △781,882 △842,373

営業外収益

受取利息 819 4,003

受取配当金 14,703 14,436

不動産賃貸料 59,657 59,359

鉄屑売却益 26,123 34,240

その他 42,639 32,127

営業外収益合計 143,943 144,167

営業外費用

支払利息 4,984 4,071

賃貸費用 7,057 6,870

遊休資産管理費 7,956 7,139

投資有価証券償還損 － 6,260

その他 13,737 6,226

営業外費用合計 33,735 30,567

経常損失（△） △671,674 △728,773

特別利益

投資有価証券売却益 115,556 －

特別利益合計 115,556 －

特別損失

投資有価証券評価損 5,203 －

有形固定資産除却損 － ※1
 41,373

固定資産解体費用 － 37,800

損害賠償金 － ※2
 29,000

特別損失合計 5,203 108,173

税引前四半期純損失（△） △561,321 △836,947

法人税、住民税及び事業税 7,010 6,948

法人税等調整額 △2,336 △668

法人税等合計 4,674 6,280

四半期純損失（△） △565,996 △843,227
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【会計方針の変更等】

当第３四半期累計期間
(自  平成24年10月１日  至  平成25年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年10月１日以後に取得した有形固定資産につい

ては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　これによる当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１受取手形裏書譲渡高

　
前事業年度

（平成24年９月30日）
当第３四半期会計期間
(平成25年６月30日)

　 38,665千円 204,354千円

　
(四半期損益計算書関係)

※１.有形固定資産除却損

第2四半期会計期間に計上した減損損失について、第3四半期会計期間において除却が完了したこ

とから有形固定資産除却損として表示しております。

　

※２.損害賠償金

当社は、平成23年3月に提訴された千葉地区の建設現場における転落事故による損害賠償訴訟が

平成25年3月に和解し、その負担額29,000千円を損害賠償金として特別損失に計上しております。

　
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
(自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年10月１日
至　平成25年６月30日)

減価償却費 167,842千円 147,200千円

　
(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月21日
定時株主総会

普通株式 116,693 8 平成23年９月30日 平成23年12月22日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。　
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Ⅱ 当第３四半期累計期間(自  平成24年10月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月21日
定時株主総会

普通株式 72,926 5 平成24年９月30日 平成24年12月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。　

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年６月30日)

当社は、建設業以外の事業を営んでいないため、セグメント情報については、記載しておりません。

　
当第３四半期累計期間(自  平成24年10月１日  至  平成25年６月30日)

当社は、建設業以外の事業を営んでいないため、セグメント情報については、記載しておりません。

　

(金融商品関係)

四半期財務諸表等規則第10条の2の規定に基づき、注記を省略しております。　

　

(有価証券関係)

四半期財務諸表等規則第10条の2の規定に基づき、注記を省略しております。　

　

(デリバティブ取引関係)

当社はデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。　

　

(持分法損益等)

当社が有しているすべての関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会

社であるため、記載を省略しております。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年10月１日
至  平成25年６月30日)

　　１株当たり四半期純損失金額（△）（円） △38.80 △57.82

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額（△）（千円） △565,996 △843,227

    普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

    普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △565,996 △843,227

    普通株式の期中平均株式数(株) 14,586,569 14,584,142

（注）　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、1株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月７日

川岸工業株式会社

代表取締役社長　川岸　隆一  殿

八重洲監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    武　　田　　勇　　蔵    印

　
業務執行社員 　 公認会計士    滝　　澤　　直　　樹    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川岸
工業株式会社の平成24年10月１日から平成25年９月30日までの第67期事業年度の第３四半期会計期間(平成

25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年10月１日から平成25年６月30日
まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、川岸工業株式会社の平成25年６月30日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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